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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月22日(2014.10.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二次元的に配された複数の光電変換素子に対して、複数の視差に対応した複数種類の開
口マスクを一対一に対応させて設けた撮像素子により撮像された複数の第１視差画像を取
得する第１視差画像取得段階と、
　前記複数の光電変換素子全体に対して設けられた絞りにより、前記第１視差画像取得段
階とは入射光の光軸に対する周縁の光束を遮光する範囲を変更して、前記撮像素子により
撮像された複数の第２視差画像を取得する第２視差画像取得段階と、
　複数の視差のそれぞれについて、前記第１視差画像と前記第２視差画像と、の差分に基
づいて、前記複数種類の開口マスクに対応した前記複数の視差とは異なる新たな視差に対
応した第３視差画像を生成する視差画像生成段階と
を備える画像処理方法。
【請求項２】
　前記視差画像生成段階において、複数の視差のそれぞれについて、前記第１視差画像と
前記第２視差画像との間で、絞り以外の露光条件が対応するように、それぞれの視差画像
の全体の明るさを調整して、差分をとる請求項１に記載の画像処理方法。
【請求項３】
　前記視差画像生成段階において、前記第１視差画像の画素の画素値と、前記第２視差画
像における対応する画素の画素値と、の差分を画素値とすることにより、前記第３視差画
像を生成する請求項１または２に記載の画像処理方法。
【請求項４】
　前記第３視差画像における合焦領域の明るさが、前記第１視差画像の合焦領域の明るさ
、前記第２視差画像の合焦領域の明るさ、および、それらの平均のいずれかと同じになる
ように、前記第３視差画像の全体の明るさを調整する画像調整段階をさらに備える請求項
１から３のいずれか１項に記載の画像処理方法。
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【請求項５】
　前記絞りは、虹彩絞りである請求項１から４のいずれか１項に記載の画像処理方法。
【請求項６】
　二次元的に配された複数の光電変換素子に対して、複数の視差に対応した複数種類の開
口マスクを一対一に対応させて設けた撮像素子により撮像された複数の第１視差画像を取
得する第１視差画像取得段階と、
　前記複数の光電変換素子全体に対して設けられた絞りにより、前記第１視差画像取得段
階とは入射光の光軸に対する周縁の光束を遮光する範囲を変更して、前記撮像素子により
撮像された複数の第２視差画像を取得する第２視差画像取得段階と、
　前記第１視差画像と前記第２視差画像とを互いに、異なる視差に対応付けて、視差画像
群を生成する画像群生成段階と
を備える画像処理方法。
【請求項７】
　前記画像群生成段階において、複数の視差のそれぞれについて、前記第１視差画像にお
ける合焦領域の明るさと前記第２視差画像における合焦領域の明るさとが同じになるよう
に、それぞれの視差画像の全体の明るさを調整して、前記視差画像群を生成する請求項６
に記載の画像処理方法。
【請求項８】
　前記絞りは、虹彩絞りである請求項６または７に記載の画像処理方法。
【請求項９】
　前記撮像素子は、前記光電変換素子のそれぞれに一対一に対応して設けられる複数色の
フィルタを含むカラーフィルタを有する、請求項１から８のいずれか１項に記載の画像処
理方法。
【請求項１０】
　二次元的に配された複数の光電変換素子に対して、複数の視差に対応した複数種類の開
口マスクを一対一に対応させて設けた撮像素子により撮像された複数の第１視差画像を取
得する第１視差画像取得ステップと、
　前記複数の光電変換素子全体に対して設けられた絞りにより、前記第１視差画像取得ス
テップとは入射光の光軸に対する周縁の光束を遮光する範囲を変更して、前記撮像素子に
より撮像された複数の第２視差画像を取得する第２視差画像取得ステップと、
　複数の視差のそれぞれについて、前記第１視差画像と前記第２視差画像と、の差分に基
づいて、前記複数種類の開口マスクに対応した前記複数の視差とは異なる新たな視差に対
応した第３視差画像を生成する視差画像生成ステップと
をコンピュータにより実行させる撮像装置の画像処理プログラム。
【請求項１１】
　二次元的に配された複数の光電変換素子に対して、複数の視差に対応した複数種類の開
口マスクを一対一に対応させて設けた撮像素子により撮像された複数の第１視差画像を取
得する第１視差画像取得ステップと、
　前記複数の光電変換素子全体に対して設けられた絞りにより、前記第１視差画像取得ス
テップとは入射光の光軸に対する周縁の光束を遮光する範囲を変更して、前記撮像素子に
より撮像された複数の第２視差画像を取得する第２視差画像取得ステップと、
　前記第１視差画像と前記第２視差画像とを互いに、異なる視差に対応付けて、視差画像
群を生成する画像群生成ステップと
をコンピュータにより実行させる撮像装置の画像処理プログラム。
【請求項１２】
　前記撮像素子は、前記光電変換素子のそれぞれに一対一に対応して設けられる複数色の
フィルタを含むカラーフィルタを有する、請求項１０または１１に記載の撮像装置の画像
処理プログラム。
【請求項１３】
　二次元的に配された複数の光電変換素子に対して、複数の視差に対応した複数種類の開
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口マスクを一対一に対応させて設けた撮像素子と、
　前記複数の光電変換素子全体に対して設けられた絞りと、
　前記撮像素子により撮像された複数の第１視差画像を取得するとともに、前記絞りによ
り前記第１視差画像を撮像した際とは入射光の光軸に対する周縁の光束を遮光する範囲を
変更して、前記撮像素子により撮像された複数の第２視差画像を取得する制御部と、
　複数の視差のそれぞれについて、前記第１視差画像と前記第２視差画像との差分に基づ
いて、前記複数種類の開口マスクに対応した前記複数の視差とは異なる新たな視差に対応
した第３視差画像を生成する画像処理部と、を備える撮像装置。
【請求項１４】
　二次元的に配された複数の光電変換素子に対して、複数の視差に対応した複数種類の開
口マスクを一対一に対応させて設けた撮像素子と、
　前記複数の光電変換素子全体に対して設けられた絞りと、
　前記撮像素子により撮像された複数の第１視差画像を取得するとともに、前記絞りによ
り前記第１視差画像を撮像した際とは入射光の光軸に対する周縁の光束を遮光する範囲を
変更して、前記撮像素子により撮像された複数の第２視差画像を取得する制御部と、
　前記第１視差画像と前記第２視差画像とを互いに、異なる視差に対応付けて、視差画像
群を生成する画像処理部と、を備える撮像装置。
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